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散0火災予防運動を実施し春す r
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住宅用火災警報器の交換をお願いし春す。
住宅用火災警報器は火災の発生を音声や警報音により早期に矢Bらせてくね

る機器です。平成 23年 6月に住宅用火災警報器の設置が義務イヒされてから
10年が経過しました。住宅用火災警報器の電池や機器の寿命は約 10年 とい
われており、皆さんのご自宅に設置されている住宅用火災警報器もまもなく交

換の B寺期を迎えます。

設置から10年経過した警報器や点検して実常があらた彗報器は新.しいもの
に交換してください。
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青葉消防署:では、住宅用火災警i

ることが困難な高齢者や障がいi

職員が設置のお手伝いをしてい言

青葉消防署までご連絡<ださい(
、ゝ.Ⅲ…_話………__¨……………・■…………Ⅲ……"……Ⅲ‐……二…………
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